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　根室支庁管内１市４町のうち、別海町、中標津町、

標津町、羅臼町の４町を管轄しているのが北海道釧路

土木現業所中標津出張所です。その事業内容は、道路

管理延長 32 路線 470.5Km（主要道道６路線 129.8Km、

一般道道 26 路線 340.7Km）、河川管理延長 20 河川（２

級河川）302.9Km、海岸延長 255.5Km（海岸保全区域

103.3K ｍ）、漁港 13 港（第１種８港、第２種４港、第

４種１港）、56 条港湾２港（崎無異港、忠類港）、砂防

指定地 17 カ所（６河川５支川）245.8ha、急傾斜指定地

４カ所 6.5ha と広範、多岐にわたっています。

　中標津町には根室管内唯一の空港があり、道東観光

の一つの拠点となっています。中標津空港は、平成９

年３月から 2,000 ｍの滑走路が供用され、中型ジェッ

ト機の通年就航が可能になりました。旅客需要は年々

増加傾向にあり、平成９年の利用者数は 21 万 2,000 人

に。その利便性の高さから中標津でレンタカーを借り

て、ここから北海道観光を楽しむ本州の観光客も多い

ようです。近くには360度の展望が開ける開陽台があり、

管内には知床国立公園や野付風蓮、斜里岳両道立自然

公園が指定されており、阿寒国立公園も隣接。観光資

源が豊富なうえに、のんびりと草を食む牛たちの姿が

いかにも北海道らしいのどかな酪農地帯。そこを突き

抜けるように整備されたどこまでも続く真っすぐな道

路。ついついスピードを出してみたくなる……。そん

なドライバーが後を断たないのがこの地域の悩みのタ

ネだそうです。そこで中標津出張所では北海道警察と

連絡を取り合って、坂道対策や、滑りにくい舗装を採

用するなど安全に走行できる道路の維持管理を目指し

てご苦労されています。

　また、羅臼町本町と相泊地区を結ぶ主要道道知床公

園羅臼線は代替ルートがなく、漁業関係者にとっては

生命線ともいえる道路です。海に面した険しい崖が多

く、常に落石の危険性を抱えており、日頃から防災点

検には最大の注意が払われています。

　河川については、標津川や忠類川など鮭が遡上する

川を幾つも管理しているので、自然との共生という取

り組みを忘れることはありません。砂防工事や橋の架

け替えなどでは、川を濁らせない努力が欠かせません。

　地形的には武佐岳からの吹きおろしがあるため、冬

季は地吹雪がおきやすく、特に東西に走る道路の雪の

処理が問題です。除雪対策には万全を期して、地域住

民の安全な暮らしを守るという大きな役目を果たして

いる中標津出張所の皆さんです。

　中標津出張所の職員は現在 39 名。そのうち事務職員

が５名、技術職員が 21 名、運転技術員兼公物管理員

が 13 名います。この出張所をまとめているのが所長の

稲毛誠一さんと次長の大野貞幸さんです。稲毛所長は、

今年の４月に帯広土木現業所の事業課から着任されま

した。ちょうど台風が通過した直後の訪問で、所長自

身も前々日は２時間しか寝ていないというような状況

の中、少々時間をいただきお話を伺いました。

　「道路、河川、砂防、急傾斜、海岸、漁港と管理する

範囲も広く、いろいろな職種の技術者がいます。若い

職員が多いので活気があり、いい雰囲気で仕事ができ

ていると思います。それぞれが専門的な知識を持って

仕事にあたりますが、例えば 13 名いる運転技術員兼公

物管理員のうち 11 名が５班に分かれて毎日パトロール

を行っています。朝９時ぐらいに出張所を出て、帰っ

てくるのは午後４時頃。その間 150Km から 200Km の

区間を、小さな変化も見逃さないよう、チェックをし

ながらパトロール車を走らせています」

　稲毛所長は、もともと道路、特に橋梁の仕事が中心で、

新登別大橋などたくさんの橋を手掛けてこられました。

北海道釧路土木現業所　中標津出張所

豊かに、
　安心して暮らせる
　　　地域のために貢献

北海道釧路土木現業所　中標津出張所

豊かに、
　安心して暮らせる
　　　地域のために貢献

● 道東観光の拠点、
中標津町は観光ルートの重要ポイント

● 道路畑出身の所長は、
経験を生かして若手を指導
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それだけに道路に対する思いは強く、ついつい道路畑

の若い職員の指導には熱が入ってしまいます。

　「これまでの経験から、いろいろなことが見えてしま

うんですね。それで、ついつい口うるさくなってしま

う（笑）。しかしながら、快適な道路を維持管理するの

がわたしたちの仕事。若い人に煙たがられようが（笑）、

言うべきことはしっかり言うようにしています。河川

や海岸の仕事については、これからも勉強するという

気持ちを持つようにしているんです」

　事務所内で所長の席は、事務室の入口を入ってすぐ

の所。個室にせず、職員全員がオープンフロアーで仕

事をしています。居ながらにしてあっちこっちから話

が聞こえてくるので「おい、アレどうなった？」と随

時いろいろな確認ができるというメリットがあるそう

です。また、入口に近いということは、住民に一番近

い席ということ。地域住民の声にもしっかり耳をかた

むけています。

　苦情が入ることも往々にありますが、地域住民の方

たちと協力して管内の環境を整える事業も盛んに行っ

ています。標津川の支流、タワラマップ川の清掃を地

元広陵中学校の生徒と一緒に実施。中学生たちが自然

の貴さを学ぶ大切な機会になっているようです。さら

に地元のシルバー人材センターのお年寄りの協力を得

て、道路に花を植え、育てる事業も促進しています。

季節の花が道路を彩り、街並もドレスアップ。クリーン

で安全・快適な道路の維持管理を常に心掛けています。

　「いい雰囲気の出張所」と稲毛所長がいう理由に、どう

やら野球の強さもあげられるようです。実は今年９月５、６

日と札幌で行われたオール土木野球大会で、中標津出張

所は見事優勝を果たしました。管内の予選を勝ち抜いて、

さらに全道一の栄誉に輝いたわけです。これまで、なかな

かそうした機会に恵まれず約 30 年ぶりの快挙とか。稲毛

所長が監督を務められ「チームワークの良さが勝利の道を

切り開いた」とも。

　これは仕事にも共通することで、職員のチームワークの

良さがきっといい仕事につながっていくはずです。　　

　「和をもって成す。この気持ちが大事です。職員同志は

もちろん、地域住民の方や、外注の業者さんともしっかり

連携し合って、快適な生活環境を整え、豊かに暮らしてい

ける地域づくりに貢献したいと思います」と語る稲毛所長

の表情は、台風対策でここ何日か大変忙しくされていたに

もかかわらず、とても晴れ晴れとしていました。

● チームワークの良さで　　　　　　　　　
豊かな生活環境づくりを

稲毛　誠一  所長

チームワークの良さが優勝を導いた中標津出張所野球チーム

出張所内風景

（平成 10 年９月７日　取材）


